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NY マーケットレポート（2016 年 1 月 11 日) 
NY市場では、欧米の株価が堅調な動きとなったことから、序盤のドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しかし、原油価格が下落に転じ、

下げ幅を拡大する動きとなり、2003 年 12 月以来約 12 年 1 ヵ月ぶりに 30 ドル台まで下落したことや、株価がマイナス圏まで下落したこと

から、投資家のリスク回避の動きが強まり、安全資産とされる円を買う動きが優勢となった。ただ、終盤にはダウ平均株価がプラス圏まで上

昇するなど、株価が下げ幅を縮小する動きとなったことから、ドル円・クロス円は堅調な動きとなった。 

 
(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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NY 市場レポート 
 

22：00 

ドル/円 117.73  ユーロ/円 128.32  ユーロ/ドル 1.0899 

 

22：00 

欧州株式市場・米株価指数先物 

欧州主要株価 株価 前日比 米株価先物 株価 前日比 
 

英 FT100 5921.00 +8.56 
ダウ 

先物ミニ 
16275 +40 

 

 

仏 CAC40 4357.02 +23.26 
S&P 

500 ミニ 
1917.75 +6.25 

 

 

独 DAX 9915.91 +66.57 
NASDAQ 

100 ミニ 
4273.25 +11.75 

 

 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

22：13 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月カナダ住宅着工件数 17.30 万件（予想 20.00 万件・前回 21.20 万件） 

前回発表の 21.19 万件から 21.20 万件に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

23：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

11 月メキシコ鉱工業生産（季調済/前月比） -0.5％（予想 0.3%・前回 -0.1%） 

 

11 月メキシコ鉱工業生産（季調前/前年比） 0.1％（予想 1.3%・前回 0.5%） 



                                                     
 

3 
 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

23：33 

米主要株価 

米主要株 株価 前日比 

ダウ平均 16641.85 +115.40 

ナスダック 4682.89 +39.26 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 
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0：00 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

12 月米労働市場情勢指数 2.9（予想 0.0・前回 2.7） 

前回発表の 0.5 から 2.7 に修正 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

≪労働市場情勢指数（LMCI）≫ 

            12 月・・11 月・・10 月・・9 月・・8 月・・7 月・・6 月 

労働市場情勢指数・・・・ 2.9・・ 2.7・・ 2.9・・ 1.5・・ 1.5・・ 1.3・・1.7 

 

 

0：30 

≪ 経済指標の結果 ≫ 

 

4Q カナダ企業景況感調査[予想売上] 16.00（予想 12.00・前回 16.00） 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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0：35 

≪ NY 株式市場 序盤≫ 

 

序盤の株式市場は、中国の上海株が急落したものの、ドイツやフランスの欧州株が底堅い展開となり、主要株価は

序盤から買い安心感が出た。ただ、今週本格化する米主要企業の昨年 10-12 月期決算の発表を前に、ポジション調

整の売りも出て、序盤はやや乱高下となっている。 

 

 

≪ポイント≫  

 

OECD（経済協力開発機構）が発表した 2015 年 11 月の景気先行指数（CLI）は 99.8 となり、前月から変わらずとな

った。中国の経済状況が安定化する一方、ユーロ圏の成長見通しは横ばい、米英は比較的高い水準ながらも成長鈍

化の兆しが出た。ユーロ圏全体は 100.6 と前月から横ばい、イタリア、フランスがともに 100.9 と全体を上回った。

米国は 99.2 から 99.1 に、英国は 99.3 から 99.1 に低下した。新興国では、中国が 98.4 と前月の 98.3 から上昇。

ブラジルも 99.3 から 99.5 に上昇。一方、ロシアは 99.6 から 99.4 に低下、またインドは 100.2 から 100.4 に上昇

した。 

 

 

≪ 経済指標のポイント ≫ 

 

（1）米 FRB が発表した 12 月の労働市場状況指数（LMCI）は、市場予想の 0.4 を上回る 2.9 となり、8 ヵ月連続で雇

用の改善・悪化の境目になるゼロを上回った。また、11 月の結果は、0.5 から 2.7 へ、10 月は 2.2 から 2.9 に上方

修正された。 

 

（2）コンファレンスボード（全米産業審議会）が発表した 12 月の雇用トレンド指数は、129.33 と前月から+0.8％

となり、前年同月比では+2.6％となった。CB のマクロ経済・労働市場リサーチマネージングディレクターは、2015

年 12 月の雇用トレンド指数は改善したが、最近は指数の伸びが減速しており、今後数ヵ月は就業者数の増加ペース

が鈍化する可能性があることを示唆していると述べた。雇用トレンド指数は、CB 消費者信頼感指数の就労関連指数

や週間失業保険給付申請件数など、雇用に関する 8 つの指数を基に算出する。 

 

 

欧州主要株価 終値 前日比 

英 FT100 5871.83 -40.61 

仏 CAC40 4312.74 -21.02 

独 DAX 9825.07 -24.27 

ストック欧州 600指数 340.23 -1.12 

ユーロファースト 300指数 1335.11 -5.49 

スペイン IBEX35指数 8886.10 -23.10 

イタリア FTSE MIB 指数 19756.14 -113.35 

南ア アフリカ全株指数 48322.68 +218.00 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪欧州株式市場≫ 

 

欧州株式市場は、先週の大幅下落で値頃感が出た銘柄を中心に一時、買いが優勢となった。その後は、原油安進行

で投資家心理が悪化し、主要株価はマイナス圏で引けた。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

2：00 

米主要株価・中盤 

ダウ 16385.15（-38.70）、S&P500 1922.61（+0.58） ナスダック 4633.61（-10.03) 

 

 

ECB 公的部門購入プログラム 

            1 月 8 日・1 月 1 日・12 月 25 日・12 月 18 日・12 月 11 日・12 月 4 日  

公的部門・・・・・・・4999.0・・4912.2・・4930.5・・ 4866.9・・ 4755.1・・ 4619.1 

資産担保証券 ABS・・・ 153.5・・ 153.2・・ 154.5・・  155.6・・  154.3・・  153.4 

カバード債・・・・・・1439.3・・1433.4・・1438.2・・ 1433.6・・ 1418.2・・ 1399.2 

（億ユーロ） 

 

 

≪ NY 債券市場 ・午前≫ 

 

序盤のニューヨーク債券市場は、前週に続伸した反動で、一旦利益を確定させる売りが先行した。また、今週の一

連の米国債入札を前にポジション調整の売りも出た。ただ、その後は、米国株が下落に転じたのにつれて安全資産

とされる米国債を逃避的に買う動きも広がったことから、下げ幅を縮小した。   

 

午前の利回りは、30 年債が 2.95％（前週末 2.91％）、10 年債が 2.15％（2.12％）、7 年債が 1.93％（1.90％）、5

年債が 1.59％（1.56％）、3 年債が 1.19％（1.18％）、2 年債が 0.94％（0.93％）。 

 

 

3：00 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「米利上げは緩やかなペース、毎会合ではない」 

・「インフレ期待は、最近幾分か下振れ」 

・「世界的な株売りは、米経済を損なう可能性低い」 

・「米経済は、2016 年の追加利上げを正当化へ」 
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3：55 

≪ 要人発言 ≫ 

ロックハート・アトランタ連銀総裁 

 

・「自身のバイアスは 1 月 FOMC での利上げはなし」 

・「世界的な混乱がもう数週間続けば景気に悪影響も」 

 

 

4：40 

NY 金は、中心限月が前日比 1.70 ドル安の 1 オンス＝1096.20 ドルで取引を終了した。 

 

 

5：25 

NY 原油は、中心限月が前日比 1.75 ドル安の 1 バレル＝31.41 ドルで取引を終了した。 

 

 

主要商品 終 値 前日比 

NY GOLD 1096.20 -1.70 

NY 原油 31.41 -1.75 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪ NY 金市場 ≫ 

 

ＮＹ金は、ドルがユーロなどに対して上昇したため、ドルの代替資産とされる金を売る動きが優勢となった。ただ、

中国株の急落を受けて逃避的な買いが入る場面もあり、下げ幅は限定的だった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 
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≪ NY 原油市場 ≫ 

 

ＮＹ原油は、中国の景気減速に伴う原油需要減少への懸念が強まる中、相場がさらに下落するとの警戒感が広がり、

売りが優勢となった。2003 年 12 月以来約 12 年 1 ヵ月ぶりに 30 ドル台をつけ、終値ベースでも 2003 年 12 月以来の

安値水準となった。 

 

 
(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要株価 終値 前日比 高値 安値 

ダウ平均株価 16398.57 +52.12 16461.85 16232.03 

S&P500種 1923.67 +1.64 1935.65 1901.10 

ナスダック 4637.99 -5.64 4683.02 4573.78 

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪米株式市場≫ 

 

米株式市場は、中国の上海株が急落したものの、ドイツやフランスの欧州株が底堅い展開となり、主要株価は序盤

から買い安心感が出た。ただ、今週本格化する米主要企業の昨年 10-12 月期決算の発表を前に、ポジション調整の

売りも出て、序盤はやや乱高下する動きとなった。その後、原油価格が下げ幅を拡大する動きとなったことから、

主要株価も下げ幅を拡大する動きとなった。ただ、終盤には値頃感の買いも見られ、値を戻す動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 

主要通貨 NY終値 NY高値 NY安値 

USD/JPY 117.72  118.04  117.21  

EUR/JPY 127.79  128.47  127.31  

GBP/JPY 171.11  172.29  170.48  

AUD/JPY 82.34  83.03  81.66  

NZD/JPY 77.22  77.64  76.64  

EUR/USD 1.0858  1.0904  1.0848  

AUD/USD 0.6996  0.7037  0.6967  

(出所：ＳＢＩＬＭ) 

 

≪外国為替市場≫ 

 

外国為替市場は、欧米の堅調な株価動向を受けて、序盤のドル円・クロス円は堅調な動きとなった。しかし、その

後株価がマイナス圏まで下落するなど、不安定な動きとなったことから、投資家のリスク回避の動きが強まり、ド

ル円・クロス円は軟調な動きとなった。ただ、終盤には株価が値を戻す動きとなったことから、ドル円・クロス円

は堅調な動きとなった。 
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(出所：ブルームバーグ) 

 

 
 (出所：ブルームバーグ) 
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